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学校評議員会開かれる（２月 12日） 
コロナの影響で、本来、年度当初に行うべき第一回目を９月に開

催したばかりの学校評議員会ですが、第二回目を 12 日の午後、会議

室で行いました。まず、授業見学をしていただき、その後、今年一

年間の本校の教育活動と課題について、それぞれの担当の教職員か

ら説明。評議員の皆さまには、ＩＣＴ機器を活用した授業風景に時

代を感じられ、生徒の学びに向かう姿勢を評価していただきました。 

博物会探鳥会（１月 31日） 
博物会顧問の尾曽先生からの報告です。「１月 31 日は月一度行

っている博物会（生物部）の城山での探鳥会でした。今回も野鳥

の会の会長さんに指導していただきました。出現種は、キジバト・

トビ・ハイタカ・コゲラ・アカゲラ・アオゲラ・カケス・ハシボ

ソカラス・ハシブトカラス・ヤマガラ・シジュウカラ・ヒヨドリ・

エナガ・メジロ・ヒレンジャク・ムクドリ・シロハラ・ツグミ・

ジョウビタキ・スズメ・キセキレイ・カワラヒワでした。今年は

レンジャクが各地で観察されており飛来が多いようです。先月に

続きホザキノヤドリギの黄色い実を食べるヒレンジャクが観察されました。ここで会長さんよりヒ

レンジャクとキレンジャクの分布、レンジャクとヤドリギの関係（信託）など興味深い話を伺いま

した。この日はベニマシコを期待していましたが見られず残念でした。放光寺を過ぎ階段を下りる

時、樹にできたつららをなめるシジュウカラが観察できました。何をしているのだろうとしばらく

見ていると、メジロもやってきてなめています。ヒヨドリもやってきました。つららの上の樹肌が

濡れており樹液が出ているようでした。ヒヨドリは樹液を直接なめています。樹はオニグルミでし

た。やがてエナガもやってきてなめています。次から次へと鳥たちが交互にやってきてなめていま

す。確認しませんでしたが、ただの水でなくスクロース等の成分が入っているのでしょう。餌の少

ない冬、樹液が多くの鳥たちの食料になっているとわかりました。収穫の多い探鳥会となりました」 

ダンス部バレンタインショー（２月９日） 
12 月恒例のクリスマスコンサートの時期が大会と重

なり、パフォーマンスを披露できなかったダンス部が、

バレンタインショーと銘打って、９日の放課後、校内発

表会を開きました。会場は小体育館、約 50 名の観衆を

前に、練習で鍛え上げてきた見事なダンスをグループご

とに繰り広げました。真冬の寒さの中でも、昇降口前の

ホールや中庭で地道に活動を続けているダンス部。コロ

ナの感染拡大で、開催自体が危ぶまれる状況でしたが、

松本市や松本圏域のレベルが３に下がり、感染症対策もしっかり考えた上での開催となりました。 



ビブリオバトル教員編（２月９日） 
ダンス部バレンタインショーと同日の同時刻、図書館では第

19 回ビブリオバトルが行われていました。今回の挑戦者は全員

が教員、保刈先生（国語）、柴先生（数学）、折井先生（英語）、

小口先生（社会）、蒲生先生（司書）の５名です。「五分間とい

う短い時間の中で自分の好きな本に

ついて観衆に訴えかけ、少しでも本の

事を知ってもらい、共感してもらう人を増やす。そして、最後に行われ

る投票で最も共感者を得られた者が富（景品）と名声を勝ち取る戦いで

ある」（図書委員会「ミニ螢燈」より）というビブリオバトル。参加した

生徒約 15 人が、先生たちの渾身の一冊に熱心に耳を傾け、投票をした結

果、富と名声を手にしたのは保刈先生の「新編 銀河鉄道の夜」でした。 

KDDI共創プロジェクト大詰め（２月８日） 
生徒会役員の有志が中心メンバーとなり、KDDI の支援で進め

ている「学校ホームページ刷新プロジェクト」の検討会が、８

日の放課後に行われました。年度内完成を目指すスケジュール

的にもいよいよ大詰めを迎え、「新」ホームページのデモ版が、

関係者の間で閲覧可能となりました。テキストや画像はまだダ

ミーとなっている部分が多いのですが、動きを確認してみると、

生徒の視点で選ばれた様々な写真が入れば、深志生の息吹が感

じられる、ワクワクするような構成になっています。会議では、

ページ構成や項目、リンク、内容（コンテンツ）について、盛んに意見交換がなされました。 

その他の話題をいくつか 
★ 今年度卒業 30 周年を迎えられた深志 42 回生の皆さんから、ＩＣＴ環境を整え

るための多大なるご厚志をいただいたことは、以前お知らせしました。ズームの

ライセンスや Wi-Fi 環境整備の一部、特別教室へのプロジェクター設置、学校Ｈ

Ｐ作成のための諸費用など、総額は 150 万円にも及びました。改めて心より御礼

申し上げます。コロナ禍で、学校におけるＩＣＴ環境整備の重要性が一挙に増し

た年とも言えそうです。生徒の学びの質を高めるツールとして、有効に活用したいと思います。 

★ 第 73 回卒業式を３月４日に大体育館で挙行します。（保護者各家庭１名、在校生は代表のみ） 

 今週の予定（１･２年通常授業、３年後期特編授業） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１５ 月 学年会 公立学校共済組合運営協議会 

１６ 火 学校安全衛生委 健全な職場づくり委 ＷＷＬ研修会 

１７ 水 水①②③特④⑤⑥ 職員会  

１８ 木 未来の学校成果報告会 高Ｐ連役員会 

１９ 金  中信地区校長会 ＷＷＬ研修会 

２０ 土  県農業クラブ 70 周年記念式典 

２１ 日   

２２ 月 学年末考査 後期選抜志願受付  

 

今回の紹介本、ドレがダレか？ 


